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研究成果の概要（和文）：広島県在住の幼児の母親を対象とした質問紙調査を行い，うつにかか

わる要因として，子どもの問題行動，自分の時間がないことがストレスにかかわっていること

が明らかとなった。そこで，これらの要因を取り入れたうつ予防プログラムを開発し，ストレ

スを抱えている幼児の母親の小グループを対象に実施した。プログラムの効果を質問紙で検証

した結果，うつ傾向およびストレス軽減に効果のあることが明らかとなった。 

 

研究成果の概要（英文）：Mothers, parenting 3-years-old infants, and 1-year-old and half 

infants, were requested to complete a set of questionnaires, including such factors as 

questions regarding children’s problem behaviors, mother’s parenting coping behaviors, 

depressive symptoms, and social supports. The results showed that infant’s problem 

behaviors and distortion of cognition were closely related to depressive symptoms. 

Then, a program adopting the above factors was developed for preventing depression 

and was implemented for the small group of mothers, rearing infants under three 

years old, and suffered from depressive symptoms. Having verified the effect of the 

program by another set of questionnaires, it became clear that the program was 

effective in reducing depressive mood and stress. 
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タルヘルス対策として重要課題である。女性
は男性と比べうつ病発症率が高く，特に乳幼
児の母親が産後うつ病，育児ストレス，また
うつ傾向が長引く母親が多い（日下部，2007）。
しかし適切な支援がされているとは言いが
たい状態であり，母親のメンタルヘルス，ま
た少子化対策からも乳幼児の母親のうつ予
防が必要であると考えられる。 

 

２．研究の目的 

 乳幼児を育てる母親を対象としたうつ予
防を目的とした。具体的には，（１）乳児の
母親を対象としたうつクリーニング･テスト
の開発，（２）うつ傾向が高い者を対象とし
た「うつ予防プログラム」を開発すること，
（３）うつ傾向の高い者を対象として「うつ
予防プログラム」を実施し，その効果を検証
すること，の 3 点であった。 

 

３．研究の方法 

  福山市の 1歳児半および 3歳児の健康診
査対象者の家庭に質問紙を配布し，母親のう
つ，ストレス･プロセス等を尋ねる質問紙に
無記名で回答してもらった。その結果から明
らかとなった，うつに関わる要因から構成さ
れるうつ予防プログラムが開発された。開発
されたプログラムに基づいたうつ予防講座
を，小集団（5-10 名）を対象として実施する
こととした。講座はストレスが高い母親を対
象として，筆者が講師となり，講義と参加者
によるロールプレイから構成され，1回90分，
全 5回，隔週で，2009 年 10 月から 11 月，
および 2011 年 2 月～3 月に実施された。 
 
４．研究成果 
（１）うつ予防プログラムの開発 
質問紙調査の結果に基づいて，全 5回から構
成されるうつ予防のためのプログラム（「楽
しく子育て講座」を開発した（表１）。うつ
傾向をストレス･プロセスにおけるストレス
反応と捉え，うつを引き起こすストレッサー，
それに対する認知的評価，コーピングをどの
ように修正することで，うつ気分が軽減され
るのかを，講義とロールプレイを合わせたプ
ログラム内容である。 
 

表 1 「楽しく子育て講座」の各回の内容 

各回のタイトル 主な内容 

第 1 回 どうし

てストレスを

感じるのでし

ょうか 

「ストレッサー  → 

認知的評価 → コー

ピング → ストレス

反応」というストレス・

プロセスと，これまでの

調査結果から分かって

いる幼児の母親のスト

レッサーについて説明

する． 

第 2 回 考え方

を変えてストレ

スを減らそう 

うつ傾向になりやすい

考え方について，代表的

な考え方をいくつか取

り上げて説明する．気分

を変えるためには考え

方を修正することが必

要であることを話し，実

習形式で考え方の修正

を練習する．  

第 3 回 子ども

の上手なほめ

方・叱り方 

ほめて育てることが重

要であることを話した

上で，講義と参加者同士

のロールプレイを通し

て，効果的なほめ方を学

んでいく．あわせて叱る

ときの注意点を説明す

る． 

第 4 回 子ども

の困った行動を

変える方法 

子どもの問題行動が継

続するプロセスを解説

した後，行動修正の方法

について，具体例に基づ

いて説明する．参加者か

ら出たいくつかの子ど

もの問題行動について

どのように修正してい

けばよいか検討してい

く． 

第 5 回 上手な

リラクゼーショ

ン方法教えます 

ストレス反応を軽減す

るコーピンとして「気ぞ

らし」，「サポート希求」

をとりあげ，参加者同士

で各自の方法を発表し

てもらう．第 1 回から 4

回までを振り返り，スト



 

 

レスを軽減していくに

はどうしたらよいかを

復習する． 

 
（２）うつ予防プログラムの効果の検証 
2009 年および 2011 年に子育てにストレスを
感じている母親を対象として，5-10 名の小集
団形式で，うつ予防プログラムを実施した。
プログラム開始前と，終了時にうつ傾向およ
びストレス・プロセス等を尋ねる質問紙に記
入を無記名で求め，うつ傾向の軽減に効果が
あるかを検討した。その結果，いずれの会で
も，プログラム実施後にうつ得点の低減が認
められた。2011 年では（表 2参照），SDS は
プログラム開始前の得点は平均 42.43
（SD=6.16），終了時は 39.86（6.04）であ
った．対応のある t 検定を行った結果，終
了時の得点は有意に低く（t=3.75，p<.01），
本プログラムがうつ軽減に一定の効果があ
ることが検証された。 
 

表2 うつ得点のプログラム前後の比較 

参加者 プレ ポスト 

a 40 36 

b 38 38 

c 39 35 

d 46 43 

e 36 33 

f 44 44 

g 54 50 

平均 42.43  39.86  

注：38 未満はうつ状態ほとんどなし，

38-48 は軽度のうつあり，48以上は中等

度のうつあり 

 
（３）うつスクリーニングテストの開発 
 本研究の調査結果から，約 2 割の母親で
うつ傾向が高いことが明らかとなった。ま
た，子どもの問題行動への認知，コーピン
グ等が母親のうつ傾向に関わる要因である
こと，またそれらに介入するプログラムに
よって，うつ傾向を軽減することが可能で
あることが示唆された。そこで，うつ傾向
を尋ねる質問項目，子どもの問題行動，母
親のコーピングを尋ねる項目から構成され
る質問紙がうつ傾向のスクリーニングとし
て有効であることが示唆された。 
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